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－１－ 

ごあいさつ 
 

 当社は「人と、技術の創造的融合により 未来を切り拓く価値を共創し、地球

環境とゆたかな暮らしに貢献します。」を企業理念としています。 

この企業理念に基づき、当社は、良き市民の一員として、企業活動が地球環境 

と人々の生活環境に及ぼす影響に注目して、製品の開発から、原料の購入、製 

造、流通、使用、消費、廃棄に至る製品の全ライフサイクルにおいて、資源の 

保全、環境負荷の低減による環境保護、保安防災、労働安全衛生、製品安全、 

廃棄物の減量に努めることにより、社会の持続的発展と豊かな社会の実現を目 

指しています。 
 

 滋賀工場は、昭和２４年（１９４９年）の当社創業以来、近江の文化、風土と

共生し、琵琶湖の恵みを受け、事業活動を展開してまいりました。この間、幾多

の事業の改廃がありましたが、化学技術をベースとしたエレクトロニクス素材の

生産工場として、社会貢献を続けています。 
 

 近年、地球規模での温暖化や環境汚染が問題となっておりますが、当工場で 

は１９９８年に認証取得しましたＩＳＯ１４００１の環境マネジメントシステ 

ムやレスポンシブル・ケア活動を有効に運用することにより、自然環境にやさ 

しい工場を目指し、地域と社会との共生に取り組んでまいりますので、これか 

らもよろしくお願い申し上げます。 

 

 この報告書が、当工場の環境保全、社会貢献活動について、皆様にご理解い 

ただく一助となれば幸いです。 

 

                  株式会社 カネカ 滋賀工場 
 

                   工場長 石間伏石間伏石間伏石間伏    敏敏敏敏 



 

株式会社 カネカ 滋賀工場の概要 

 

滋賀工場は、比叡山の麓。琵琶湖の畔。恵まれた環境の中、化学技術をベースにユニークなエレクトロ二ク

ス素材を開発・生産しています。私たちは、自然環境にやさしい工場を目指すとともに、常に安全を確保し、

地域社会との共生に努めています。 

 

名 称 ：株式会社 カネカ 滋賀工場 

住 所 ：滋賀県大津市比叡辻２－１－１ 

      〒５２０－０１０４ 

代表者名：工場長 石間伏 敏 

連絡先 ：（ＴＥＬ）０７７－５７７－２１００ 

（代表） （ＦＡＸ）０７７－５７７－２１１５ 

敷地面積：８３，０８５㎡ 

従業員数：３１１名（２０１１年３月現在） 

 

 

主な生産品目（主製品）： 

○超耐熱性ポリイミドフィルム 商品名：「アピカル」         「アピカル」 

    アピカルは、電子機器の軽量小型化・高密度化に欠かせない 

フレキシブルプリント基板の素材となるフィルムです。 

－２６９℃～４００℃という超耐熱・超耐寒性があり、情報衛生 

などの宇宙用機器にも使用されています。アピカルは重合から 

フィルム成形まで一貫体制で生産され、安定した高品質で 

ニーズにお応えしています。 

   

 使用用途例としては、携帯電話（スマートフォン）、ＨＤＤワイヤ 

レスサスペンション、光ピックアップ用途等です。 

 

 

○光学用透明フィルム 商品名：「エルメック」            「エルメック」 

   光学用透明フィルムとしては、従来のものより優れた耐熱性・ 

表面平滑性・光学的等方性があり、液晶用の位相差フィルム・ 

基板フィルムに使用されています。 

 

使用用途例としては、ＬＣＤ用途として液晶モニター、 

ノートパソコン、携帯電話（スマートフォン）、映画館で使用 

されている３Ｄメガネ等です。 

 

工場の沿革：１９４９年 鐘淵紡績㈱より分離し、鐘淵化学工業㈱阪本工場として発足 

      １９８４年 超耐熱性ポリイミドフィルム「アピカル」を生産開始 

      １９８７年 工場名を滋賀工場に変更 

      １９９５年 光学用透明フィルム「エルメック」を生産開始 

      １９９８年 環境マネジメントシステム（ＩＳＯ１４００１）を取得 

      ２００４年 社名を㈱カネカに変更 

      ２００８年 労働安全衛生マネジメントシステム（ＪＩＳＨＡ方式適格ＯＳＨＭＳ）を取得 

 

本件報告書の報告期間：２０１０年４月１日～２０１１年３月３１日です。 
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１．環境方針／安全衛生方針 

１９９８年ＩＳＯ１４００１を認証取得して１３年、継続的な環境改善を図っております。 

又、労働安全衛生マネジメントシステム（ＯＳＨＭＳ）を導入し、２００８年に認定事業所に登録さ

れ、労働安全衛生についても継続的に取組みを図っております。 

２０１１年４月にブラッシュアップした環境方針／安全衛生方針により活動を継続しています。 
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２．環境・労働安全衛生マネジメント組織 

環境･労働安全衛生活動を効果的、効率的に推進するための「環境・安全衛生マネジメントシステム

組織」により活動を行っています。 
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                環境・安全衛生マネジメントシステム組織図 

  

 ＜滋賀工場＞ 

環境安全 

衛生ﾁｰﾑ 

総務ﾁｰﾑ 品質保証 

ﾁｰﾑ 

資材部 

(滋賀ﾁｰﾑ) 

生産技術 

ｸﾞﾙｰﾌ  ゚

研究部署 

（２部署） 

工 場 長 

環境安全衛生委員会 環境管理責任者 

製造部署 

（２部署） 

関係会社 

管理ﾁｰﾑ 



 

２－１．環境目的・目標及び達成状況 

環境保全を継続的に向上させるため、環境マネジメントシステム（ＩＳＯ１４００１：ＥＭＳ）によ

り年度毎に環境目的・目標を定め、取り組んでいます。 

２０１０年度の環境目的・目標及び達成状況は次の通りです。 

 

２０１０年度 環境 目的・目標及び達成状況 

環 境 目 的・目 標 計    画 達 成 状 況 

【社会的責任の達成】 
1.環境関連法令の順守 
 
 
2.環境保全協定に基づく環境報
告書の作成と公表 

 
1.法に定められた定期報告を正確に実
施する。(ＰＲＴＲ、環境報告書、産
廃物実績報告、放射線管理報告等) 

2.法令順守状況を監査等で確認する。 

 
1.定期報告はそれぞれの指定期日までに、
及び環境報告書は１１月に報告を完了し
た。 

2.環境管理システム内部監査（１０月）に
より関係法令の順守状況を全部署点検
し問題ないことを確認した。 

【有害物排出削減と管理の強化】 
1. ＶＯＣ（揮発性有機化合物）排
出濃度の自主管理値達成と総
排出量の継続的削減 

 

 
1.有機溶剤脱臭設備、回収設備の維持
管理を継続し、排出濃度を自主管理
値以下とする。 

2.塩化メチレン排出量の削減方策を検
討する。 

 
1.設備の監視強化、適正運転により溶剤の
大気排出濃度の自主管理値を達成した。 

 
2.自主管理値上乗せに向け、削減対応でき
る技術的検討を進めた。 

【産業廃棄物削減、有効利用 
・リサイクル化の促進と 

埋立量の維持】 
1.産業廃棄物量を継続削減する
2.埋立廃棄物のゼロエミッショ  
ン(※１)達成と絶対量の維持 

3.有効利用・リサイクルの向上 

 
1.特定した廃棄物発生量を入庫量原単

位(※２)で５％削減する。 
2.分別の徹底により最終埋立処分量が

廃棄物発生量の０.５％未満を継続
し、且つ最終埋立書分量０.５ton未
満を目指す。 

3.サーマルリサイクル、マテリアルリ
サイクルにより再資源化率９９％以
上を維持する。 

 
1.生産量の増加に伴い産業廃棄物総量は
対前年を上回った。品種構成、生産計画
等の変化により、入庫量原単位５％削減
については、４項目の内２項目を削減し
た。（廃ドープと廃棄フィルムの２項目） 

2.埋立廃棄物の分別を徹底し最終埋立処
分率０.０３１％でゼロエミッション
(※１)を継続して目標を達成した。 

3.再資源化を継続し再資源化率９９％以
上となり継続して目標を達成した。 

【保安防災の強化】 
1.保安防災上のハイリスク（自然
災害・プロセス災害等）の継続
低減 

 
1.保安防災のリスクアセスメントを行
い、防災管理の強化を継続実施する。 

 
1.爆発火災防止のためのリスクアセスメ
ントを継続した。 

2.大規模地震を想定した工場総合防災訓
練を実施した。緊急時の対応力の向上を
行った。 

【従業員の環境保全意識の醸成】 
省エネルギー活動を通じ環境保
全への貢献と工場周辺琵琶湖岸
の清掃活動を実施する。 

（継続実施） 

 
1.省エネルギー推進体制を発足させ改
善を計画的に実行する。 

2.工場周辺琵琶湖岸の清掃活動を年４
回実施しゴミを回収する。 

 
1.省エネ活動の組織的展開により０.９千
ｔＣＯ２/年（２．４％）削減した。 

2.年間計画通り４回実施し、総動員数９０
名で１２０kgのゴミを回収した。 

※１：ゼロエミッションとは、当社では「廃棄物発生量に対し、最終埋立処分量が０．５％未満になること」と定義し

ています。 

※２：入庫量原単位とは当社では、「廃棄物発生量／生産量」と定義しています。 
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２－２．安全衛生目的・目標及び達成状況 

労働安全衛生活動を継続的に向上させるため、安全衛生マネジメントシステム（ＯＳＨＭＳ）により

年度毎に安全衛生目的・目標を定め、取り組んでいます。 

２０１０年度の安全衛生目的・目標及び達成状況は次の通りです。 

 

２０１０年度 安全衛生 目的・目標及び達成状況 

安 全 衛 生 目 的・目 標 計    画 達 成 状 況 

 
1.ＯＳＨＭＳを基軸に重大な危険源を
精査したリスクアセスメントとその
低減活動を継続して展開する。 

 
1.【災害成績】休業災害２件、不休業災害

２件で目標未達成。 
・休業災害発生に鑑み、ルール順守を徹底
させる意識・風土改革、危険作業撲滅活
動、請負業務の安全自立活動を展開し
た。 

2．ＯＳＨＭＳの継続認定審査 2．２０１０年１０月に実地調査を受け、
１１月１５日に継続認定された。 

3．化学物質起因の労働災害撲滅 3.製造部署の作業環境管理区分Ⅲの箇所
への換気設備、洗浄自動化設備の投資を
行い、管理区分Ⅰを達成した。 

4．安全な職場と人つくり 4．工場長並びに産業医による現場診断を
継続実施し双方向コミニケーションに
繋げている。 

 ・請負各社との定期懇談会を実施、安全
活動の支援体制、課題共有化を継続し
て進めている。 

・体感学習設備の充実と製造部署を中心
に９名のインストラクターを養成、教
育体制を整備充実した。 

【ゼロ災害の達成】 
・年間完全無災害の達成 
 工場で働く人々が安心して働
ける環境を作り込む 

5．メンタルヘルスケア 5．外部から専門講師を招聘し、不調者の
発生未然防止と早期発見、支援体制につ
いて教育した。 

（体感学習設備）                     （体感学習実習風景） 
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